
(57)【要約】

【課題】センサーの検知信号に基づき電気器具の動作を

切り替えるセンサー式スイッチ構造において、一つのセ

ンサーで複数の電気器具を個別に制御する。

【解決手段】鏡体Ｍに設けた光透過部３に導光板１２を

配置し、導光板１２側方に発光手段１１を複数配置する

と共に裏面側に一個のセンサー１３を配置する。

発光手段１１は上位二個及び下位二個各組をが別個に点

滅可能とする。最初にセンサー領域Ｓへ手指を延ばすと

、照明装置がＯＮになり上側の発光手段１１が点灯する

。次にセンサー１３が二度目の検知を行うと、防曇ヒー

タがＯＮになると同時に下側の発光手段１１が点灯する

。三度目の検知が行われれば、照明装置をＯＦＦにする

と同時に上側の投光手段１１を消灯させ、最後にもう一

度検知を行うと、照明装置・防曇ヒータ両方がＯＦＦと

なると同時に、全部の投光手段１１がＯＦＦとなり初期

状態に戻る。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 個 の セ ン サ ー と 、 複 数 個 の 発 光 手 段 と 、 前 記 セ ン サ ー か ら 出 力 さ れ る 検 知 信 号 に 基 づ い
て 複 数 の 電 気 器 具 の 動 作 及 び 前 記 発 光 手 段 の 点 滅 を 制 御 す る 制 御 回 路 と か ら 成 り 、 前 記 セ
ン サ ー か ら 出 力 さ れ る 検 知 信 号 の 出 力 回 数 又 は 一 定 時 間 内 の 出 力 頻 度 に 基 づ い て 、 前 記 電
気 器 具 の 動 作 と 発 光 手 段 の 点 灯 状 態 と を 切 り 替 え る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ２ 】
板 状 部 材 又 は 壁 状 部 材 の 所 定 箇 所 に 設 定 さ れ た セ ン サ ー 領 域 の 裏 面 側 に 前 記 セ ン サ ー が 配
置 さ れ 、 前 記 セ ン サ ー 領 域 を 前 記 発 光 手 段 に よ り 発 光 さ せ る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ に 記
載 す る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 セ ン サ ー が 、 洗 面 化 粧 台 又 は ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト に お け る 鏡 体 の 裏 面 側 に 配 置 さ れ て
い る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 す る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 洗 面 化 粧 台 や ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト に お け る 鏡 体 の 裏 面 側 な ど に 配 設 さ れ
て 電 気 器 具 の 動 作 を 制 御 す る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ に 関 し 、 一 個 の セ ン サ ー で 、 複 数 の 電 気
器 具 の 制 御 を 可 能 に す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
特 許 文 献 １ 及 び ２ に 、 洗 面 化 粧 台 に 設 け ら れ た 複 数 の 電 気 器 具 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 を 、 一
個 の セ ン サ ー で 制 御 す る こ と が 記 載 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 洗 面 化 粧 台 に お い て 、 適 所 に
配 置 し た 一 個 の 光 電 ス イ ッ チ 又 は マ イ ク ロ 波 ス イ ッ チ が 人 体 を 検 出 す る と 、 照 明 灯 ・ く も
り 止 め ヒ ー タ ・ 足 元 温 風 暖 房 装 置 を 自 動 的 に Ｏ Ｎ 動 作 さ せ 、 し か る 後 、 タ イ マ ー に よ り 設
定 さ れ る 一 定 時 間 が 経 過 す る と 、 前 記 電 気 器 具 を 全 て 自 動 的 に Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 さ せ る こ と が 記
載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 特 許 文 献 ３ に 、 洗 面 化 粧 台 に お い て 、 鏡 体 の 裏 面 側 に お け る 適 当 な 二 箇 所 に 光 電 式 セ
ン サ を 配 置 す る こ と に よ り 、 鏡 体 に 、 照 明 装 置 用 と く も り 止 め ヒ ー タ （ 防 曇 ヒ ー タ ） 用 の
二 つ の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ を 設 け る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
さ ら に 同 特 許 文 献 ３ に は 、 光 電 式 セ ン サ を 設 け た セ ン サ ー 領 域 に 、 作 動 確 認 用 表 示 灯 と し
て エ レ ク ト ロ ル ミ ネ セ ン ス 発 光 素 子 （ Ｅ Ｌ 発 光 素 子 ） を 配 置 し 、 照 明 装 置 又 は 防 曇 ヒ ー タ
の を Ｏ Ｎ 動 作 と 同 時 に 、 Ｅ Ｌ 発 光 素 子 を 点 灯 さ せ て セ ン サ ー 領 域 を 発 光 さ せ 、 防 曇 ヒ ー タ
等 が Ｏ Ｎ 動 作 中 で あ る こ と を 容 易 に 視 認 で き る よ う 表 示 す る こ と も 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 昭 ６ ３ － １ ０ ３ ４ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
実 開 昭 ６ ３ － １ ０ ３ ４ ９ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
実 開 平 ６ － ２ ９ ４ ６ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 記 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 記 載 さ れ た セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 は 、 セ ン サ ー （ 光 電 ス イ ッ チ
又 は マ イ ク ロ 波 ス イ ッ チ ） の 人 体 検 知 に よ り 、 複 数 の 電 気 器 具 を 同 時 に Ｏ Ｎ 動 作 さ せ 、 タ
イ マ ー に よ り 所 定 時 間 経 過 後 に 、 そ れ ら 電 気 器 具 を Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 さ せ る も の で あ り 、 複 数 の
電 気 器 具 を 個 別 に 制 御 す る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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他 方 、 特 許 文 献 ３ に 記 載 の 技 術 は 、 複 数 の 電 気 器 具 を 個 別 に 制 御 す る た め 、 電 気 器 具 の 個
数 と 同 数 の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ を 設 け た も の で あ り 、 そ の た め 、 電 気 器 具 の 個 数 だ け ス イ
ッ チ を 設 け な く て は な ら な か っ た 。 ま た 、 特 許 文 献 ３ の セ ン サ ー は 光 電 式 セ ン サ ー で あ る
か ら 、 セ ン サ ー 領 域 表 面 の 汚 れ に よ っ て 検 出 感 度 が 低 下 す る と い う 欠 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
な お 特 許 文 献 ３ の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ に お い て 、 セ ン サ ー を 、 表 面 側 の 汚 れ に 影 響 さ れ に
く い 静 電 容 量 式 に 置 き 換 え る こ と が 一 応 考 え ら れ る 。 し か る に 静 電 容 量 セ ン サ ー は 、 物 体
検 知 部 分 に 比 較 的 広 い 面 積 が 必 要 で あ り 、 特 許 文 献 ３ の よ う に 、 広 い 発 光 領 域 を 得 る た め
Ｅ Ｌ 発 光 素 子 を 広 範 囲 に 配 置 し た 場 合 、 静 電 容 量 セ ン サ ー を Ｅ Ｌ 発 光 素 子 ３ ２ の 裏 面 側 へ
配 置 せ ね ば な ら な く な る 。 と こ ろ が Ｅ Ｌ 発 光 素 子 ３ ２ の 電 極 は 導 電 性 で あ る た め 、 Ｅ Ｌ 発
光 素 子 ３ ２ を 介 し て 静 電 容 量 の 変 化 を 正 確 に 検 知 す る の は 困 難 で あ る 。 よ っ て 特 許 文 献 ３
の 構 造 に お い て 、 静 電 容 量 セ ン サ ー を 採 用 す る こ と は 不 可 能 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 一 個 の セ ン サ ー で 、 複 数 の 電 気 器 具 を 個 別 に 制 御 す る こ と を 可 能 に す る 手 段 を
提 供 す る も の で あ る 。 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 し た セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 の 特 徴 と す る
と こ ろ は 、 一 個 の セ ン サ ー と 、 複 数 個 の 発 光 手 段 と 、 前 記 セ ン サ ー か ら 出 力 さ れ る 検 知 信
号 に 基 づ い て 複 数 の 電 気 器 具 の 動 作 及 び 前 記 発 光 手 段 の 点 滅 を 制 御 す る 制 御 回 路 と か ら 成
り 、 前 記 セ ン サ ー か ら 出 力 さ れ る 検 知 信 号 の 出 力 回 数 又 は 一 定 時 間 内 の 出 力 頻 度 に 基 づ い
て 、 前 記 電 気 器 具 の 動 作 と 発 光 手 段 の 点 灯 状 態 と を 切 り 替 え る よ う に 設 定 し た こ と で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
か か る 構 成 に よ り 、 本 発 明 の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ は 、 例 え ば 、 使 用 者 が セ ン サ ー に 対 し 手
指 を 進 退 さ せ る 回 数 が 増 え る に 伴 い 、 Ｏ Ｎ 動 作 を 開 始 す る 電 気 器 具 が 切 り 替 わ る よ う に 設
定 す る こ と で 、 複 数 電 気 器 具 の 動 作 を 個 別 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 あ る い は 、 一 定 時
間 内 に お け る 手 指 の 進 退 回 数 に よ り 、 い ず れ の 電 気 器 具 を Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ さ せ る か 決 定 す る
よ う な 設 定 も 可 能 で あ る 。 ま た 、 電 気 器 具 の 動 作 状 況 に 合 わ せ て 発 光 手 段 の 点 灯 状 態 も 切
り 替 わ る よ う に 設 定 し た か ら 、 視 認 に よ る 電 気 器 具 の 状 態 把 握 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ に お い て 、 電 気 器 具 の 動 作 と 連 動 し て 点 灯 状 態 が 切 り 替 わ る 発 光
手 段 を 設 け る に あ た り 、 板 状 部 材 又 は 壁 状 部 材 の 所 定 箇 所 に 設 定 さ れ た セ ン サ ー 領 域 の 裏
面 側 に 前 記 セ ン サ ー を 配 置 し 、 こ の セ ン サ ー 領 域 を 発 光 手 段 で 発 光 さ せ る 構 成 も 可 能 で あ
る 。 こ れ に よ り 、 セ ン サ ー 領 域 が 発 光 領 域 と な る か ら 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ の 取 付 を 簡 略
化 で き る 。 ま た 、 発 光 領 域 を 広 く で き る か ら 、 電 気 器 具 の 動 作 状 況 の 把 握 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
な お 本 発 明 は 、 洗 面 化 粧 台 又 は ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト に 適 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 場
合 、 前 記 セ ン サ ー を 、 鏡 体 の 裏 面 側 に 配 置 す る と よ い 。 ま た 鏡 体 の 裏 面 側 に 配 置 す る セ ン
サ ー に は 、 静 電 容 量 セ ン サ ー ， ド ッ プ ラ ー 式 セ ン サ ー ， マ イ ク ロ 波 セ ン サ ー ， ミ リ 波 セ ン
サ ー 等 の 電 波 式 セ ン サ ー を 用 い る こ と が 望 ま し い 。
こ れ ら は 非 光 電 式 な の で 、 鏡 体 表 面 が 多 少 汚 れ た と し て も 、 検 知 感 度 が そ れ ほ ど 低 下 す る
こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
本 発 明 を 、 図 １ に 示 す 洗 面 化 粧 台 Ｋ の 照 明 装 置 Ｌ と 防 曇 ヒ ー タ Ｈ と を 制 御 す る セ ン サ ー 式
ス イ ッ チ 構 造 に 適 用 し た 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 例 の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 は 、
洗 面 化 粧 台 Ｋ の 鏡 体 Ｍ の 適 所 に 設 定 し た セ ン サ ー 領 域 Ｓ に 、 手 指 を 接 近 又 は 接 触 さ せ る こ
と に よ り 、 制 御 回 路 Ｃ を 通 じ て 、 防 曇 ヒ ー タ Ｈ 又 は 照 明 装 置 Ｌ を 動 作 さ せ 或 い は 停 止 さ せ
る と 共 に 、 こ れ ら 電 気 器 具 の 動 作 状 況 に 応 じ 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ を 発 光 又 は 変 色 さ せ る よ う
に な し た も の で あ る 。 な お 制 御 回 路 Ｃ は 、 照 明 装 置 の ケ ー ス 又 は ハ ウ ジ ン グ 内 等 に 収 納 す
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る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ １ ０ は 、 ガ ラ ス 板 １ と 銀 膜 ２ と か ら 成 る
鏡 体 Ｍ に お け る セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 裏 面 側 に 配 設 さ れ る 。 本 例 で は 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ に 銀 膜
２ の 形 成 さ れ て い な い 部 分 を 設 け て 光 透 過 部 ３ と 成 し 、 該 光 透 過 部 ３ の 裏 面 側 を 覆 う よ う
に 導 光 板 １ ２ を 配 置 す る 。 導 光 板 １ ２ の 材 質 は 、 ガ ラ ス ・ プ ラ ス チ ッ ク ・ 鉱 物 （ 石 英 や 水
晶 ） な ど 、 非 導 電 性 で あ っ て 、 透 光 性 に 優 れ 且 つ 比 較 的 屈 折 率 の 高 い 部 材 が 用 い ら れ る 。
導 光 板 １ ２ を 光 透 過 部 ３ の 裏 面 側 へ 水 密 的 に 配 置 す る こ と で 所 要 の 防 水 性 能 が 発 揮 さ れ る
か ら 、 防 水 処 理 は 不 要 で あ る 。 光 透 過 部 ３ に は 、 所 望 に よ り 、 ブ ラ ス ト 加 工 等 の 粗 面 化 処
理 を 施 し て 、 光 を 散 乱 さ せ る よ う に し て も よ い 。 導 光 板 １ ２ の 側 方 に 、 例 え ば Ｌ Ｅ Ｄ 等 の
発 光 手 段 １ １ を 複 数 個 配 置 す る と 共 に 、 導 光 板 １ ２ の 裏 面 側 に 一 個 の セ ン サ ー １ ３ を 配 置
す る 。 導 光 板 １ ２ は 非 導 電 性 に で き る か ら 、 セ ン サ ー １ ３ に 、 静 電 容 量 セ ン サ ー ・ ド ッ プ
ラ ー 式 セ ン サ ー ・ ミ リ 波 セ ン サ ー や マ イ ク ロ 波 セ ン サ ー 等 の 電 波 式 セ ン サ ー 等 の 非 光 電 式
セ ン サ ー が 使 用 可 能 で あ る 。 非 光 電 式 セ ン サ ー は 、 鏡 体 Ｍ の 表 面 に 多 少 の 汚 れ が 有 っ て も
検 出 感 度 の 低 下 が 小 さ い か ら 、 検 知 が 確 実 で あ り 、 タ ッ チ セ ン サ ー と し て 利 用 す る の に 好
適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 例 で は 、 導 光 板 １ ２ の 左 右 側 面 の 上 下 に 四 個 の 発 光 手 段 １ １ を 配 置 す る と 共 に 、 上 位 の
二 個 及 び 下 位 の 二 個 を そ れ ぞ れ 一 組 と な し 、 各 組 を そ れ ぞ れ 別 個 に 点 滅 さ せ る こ と が 可 能
に 構 成 し て あ る 。 ま た セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 上 半 部 及 び 下 半 部 そ れ ぞ れ に 、 図 ４ に 示 す 如 く 、
鏡 体 Ｍ の 表 面 側 か ら 観 察 可 能 な 表 示 「 照 明 」 ４ 及 び 「 曇 り 止 め 」 ５ を 付 し て あ る 。 導 光 板
１ ２ の 側 方 に 配 置 し た 発 光 手 段 １ １ を 点 灯 さ せ て 導 光 板 １ ２ 内 へ 光 を 投 射 す る と 、 投 射 光
は 導 光 板 １ ２ 内 部 で 反 射 す る こ と に よ り 、 鏡 体 Ｍ の 表 面 側 へ 投 射 さ れ 、 そ の 結 果 、 セ ン サ
ー 領 域 Ｓ を 発 光 さ せ る 。
従 っ て 、 上 方 の 発 光 手 段 １ １ で 上 側 の 表 示 「 照 明 」 ４ を ， 下 方 の 発 光 手 段 １ １ で 下 側 の 表
示 「 曇 り 止 め 」 ５ を そ れ ぞ れ 視 覚 的 に 浮 か び 上 が ら せ る こ と が で き る 。
な お 上 記 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 発 光 手 段 １ １ が 比 較 的 小 さ な 光 源 で も 、 広 い 領 域 を
発 光 さ せ る こ と が で き る か ら 、 発 光 ダ イ オ ー ド 素 子 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） の 使 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
前 記 の 如 く 構 成 さ れ た セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ １ ０ は 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ に 対 し 使 用 者 が 手 指 を
接 近 又 は 接 触 さ せ る 回 数 に よ っ て 、 電 気 器 具 の 動 作 状 態 及 び セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 発 光 状 態 が
切 り 替 わ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 電 気 器 具 が 動 作 し て い な い 初 期 状 態 で は 、 図 ４ （ Ａ ）
の 如 く 、 表 示 ４ ， ５ は 消 灯 状 態 で あ る 。 最 初 に 使 用 者 が セ ン サ ー 領 域 Ｓ へ 手 指 を 延 ば す と
、 セ ン サ ー １ ３ が こ れ を 検 知 し て 、 検 知 信 号 を 制 御 回 路 Ｃ へ 出 力 す る 。 制 御 回 路 Ｃ は 検 知
信 号 を 受 け て 照 明 装 置 Ｌ を Ｏ Ｎ 動 作 さ せ る と 同 時 に 、 上 側 の 発 光 手 段 １ １ を 点 灯 さ せ 、 図
４ （ Ｂ ） の よ う に 、 上 側 の 表 示 「 照 明 」 ４ の み を 発 光 さ せ る 。 次 に 、 手 指 を セ ン サ ー 領 域
Ｓ に 再 度 差 し 伸 べ て セ ン サ ー １ ３ が 二 度 目 の 検 知 を 行 う と 、 防 曇 ヒ ー タ を Ｏ Ｎ 動 作 さ せ る
と 同 時 に 、 下 側 の 発 光 手 段 １ １ を 点 灯 さ せ て 、 図 ４ （ Ｃ ） の よ う に 上 下 の 表 示 「 照 明 」 ４
・ 「 曇 り 止 め 」 ５ の 両 方 を 発 光 さ せ た 状 態 と す る 。 さ ら に も う 一 度 手 指 を 接 近 さ せ 三 度 目
の 検 知 が 行 わ れ れ ば 、 今 度 は 照 明 装 置 を Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 さ せ る と 同 時 に 、 上 側 の 発 光 手 段 １ １
だ け を 消 灯 さ せ て 、 同 図 （ Ｄ ） の 如 く 、 下 側 の 表 示 「 曇 り 止 め 」 ５ の み 発 光 さ せ た 状 態 と
す る 。 最 後 に も う 一 度 手 指 を 接 近 さ せ 、 四 度 目 の 検 知 を 行 わ せ れ ば 、 照 明 装 置 及 び 防 曇 ヒ
ー タ 両 方 が Ｏ Ｆ Ｆ と な る と 同 時 に 、 す べ て の 発 光 手 段 １ １ ， １ １ が Ｏ Ｆ Ｆ と な り 、 図 ４ （
Ａ ） に 示 す 上 下 の 表 示 ４ ， ５ 両 方 が 消 灯 し た 初 期 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 前 記 の 実 施 形 態 に お い て 、 表 示 ４ ， ５ そ れ ぞ れ に 対 応 す る 発 光 手 段 １ １ ． １ １ の 発 光
色 を 異 な ら せ 、 表 示 ４ ， ５ が 異 な る 色 に 発 光 す る よ う に し て も よ い 。 さ ら に は 、 発 光 手 段
１ １ に 三 色 Ｌ Ｅ Ｄ や 単 色 Ｌ Ｅ Ｄ を 複 数 個 組 み 合 わ せ た も の 等 を 用 い 、 例 え ば 表 示 ４ ， ５ が
、 電 気 器 具 の 動 作 が Ｏ Ｆ Ｆ の と き は 赤 色 に 発 色 し 、 Ｏ Ｎ 動 作 時 は 緑 色 に 発 色 す る と い う よ
う に 、 動 作 状 況 の 切 替 に 合 わ せ て 表 示 ４ ， ５ の 発 色 を 変 化 さ せ る よ う 構 成 す る こ と も 可 能
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で あ り 、 そ れ に よ っ て 動 作 状 況 の 把 握 が 一 層 容 易 に な る 。 こ の 場 合 、 発 光 手 段 １ １ を Ｌ Ｅ
Ｄ と す れ ば 、 動 作 電 力 が 小 さ く 発 熱 が 少 な い か ら 常 時 点 灯 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 そ れ
に よ り セ ン サ ー 領 域 Ｓ を 発 光 状 態 に 維 持 で き る か ら 、 夜 間 等 の 室 内 が 暗 い 状 態 で も 、 セ ン
サ ー 領 域 Ｓ の 位 置 を 容 易 に 視 認 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 に 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に 係 る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ １ ０ は 、 防 曇 ヒ ー タ 等 の 電 気 器 具 が
動 作 中 の と き は 同 時 に セ ン サ ー 領 域 Ｓ を 発 光 さ せ 、 電 気 器 具 が 停 止 中 の と き は セ ン サ ー 領
域 Ｓ を 消 灯 さ せ る よ う に な さ れ て い る か ら 、 使 用 者 は 、 電 気 器 具 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 を 一
瞥 す る だ け で 確 認 で き る 。 し か も 、 投 射 光 を 導 光 板 １ ２ で 拡 散 さ せ る こ と に よ り 広 い 発 光
領 域 を 得 る こ と が で き る か ら 、 電 気 器 具 の 動 作 状 況 の 視 認 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 例 の 如 く 、 導 光 板 １ ３ の 側 方 か ら 発 光 手 段 １ １ よ り 投 射 し た 光 を 導 光 板 １ ３ 内 で 反 射 さ
せ て 鏡 体 Ｍ 表 面 側 を 発 光 さ せ る よ う に な さ れ た も の に お い て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 導 光
板 １ ３ の 裏 面 側 に 銀 膜 、 白 色 又 は 有 色 の シ ー ト あ る い は コ ー テ ィ ン グ 等 の 光 反 射 層 １ ４ を
設 け て 、 投 射 光 の 反 射 効 率 を 向 上 さ せ て も よ い 。 光 反 射 層 １ ４ は 、 鏡 体 Ｍ 裏 面 に 配 置 し た
セ ン サ ー １ ３ を 視 覚 的 に 覆 い 隠 す か ら 、 美 観 性 の 向 上 を も た ら す と い う 利 点 も 得 ら れ る 。
ま た 、 発 光 手 段 １ １ か ら の 投 射 光 を 有 色 と し た 場 合 、 点 灯 時 と 消 灯 時 と で 、 光 透 過 部 ３ を
通 し て 観 察 さ れ る 光 反 射 層 １ ４ の 色 調 が 異 な る か ら 、 視 認 性 ・ 意 匠 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
電 気 器 具 の 動 作 状 況 及 び セ ン サ ー 領 域 の 発 光 状 態 の 切 り 替 え を 、 一 定 時 間 内 に セ ン サ ー １
３ か ら 出 力 さ れ る 検 知 信 号 の 個 数 に 基 づ い て 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
例 え ば 、 ２ 秒 以 内 に 出 力 さ れ る 検 知 信 号 が １ 個 の と き は 照 明 装 置 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ を 切 り 替
え 、 ２ 秒 以 内 の 検 知 信 号 が ２ 個 以 上 の と き は 防 曇 ヒ ー タ の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ を 切 り 替 え る よ う
に 設 定 す る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 が 照 明 装 置 を Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ さ せ た い と き は 、 セ ン サ ー 領
域 Ｓ の 前 へ 手 指 を 一 度 だ け 近 づ け れ ば よ く 、 こ れ に 併 せ て 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 表 示 「 照 明
」 ４ を 発 光 ・ 消 灯 さ せ る 。 ま た 防 曇 ヒ ー タ だ け を Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 さ せ た い と き は 、 例 え
ば 手 指 を セ ン サ ー 領 域 の 前 で 往 復 移 動 さ せ れ ば よ く 、 併 せ て 表 示 「 曇 り 止 め 」 ５ の 発 光 ・
消 灯 も な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
か か る 構 成 に よ れ ば 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ に 対 す る 手 指 の 近 づ け 方 で 、 複 数 の 電 気 器 具 を 個 別
に Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 制 御 で き る 。 こ れ を 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 同 図 に お い て 、 実 線 の 矢 印
は 、 一 定 時 間 内 に 一 個 の 検 知 信 号 が 出 力 さ れ る こ と に よ る 、 照 明 装 置 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作
の 切 り 替 わ り を 示 し 、 点 線 の 矢 印 は 、 一 定 時 間 内 に 二 個 以 上 の 検 知 信 号 が 出 力 さ れ る こ と
に よ る 、 防 曇 ヒ ー タ の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 の 切 り 替 わ り を 示 し て い る 。 い ず れ の 状 態 に お い
て も 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 前 で 手 指 を 一 度 だ け 近 づ け る か 、 又 は 往 復 移 動 さ せ る か を 選 択 す
る こ と に よ り 、 照 明 装 置 か 防 曇 ヒ ー タ の い ず れ か 一 方 だ け Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 さ せ る こ と が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 第 ３ の 実 施 形 態 ］
電 気 器 具 の 動 作 状 況 及 び セ ン サ ー 領 域 の 発 光 状 態 の 切 り 替 え を 、 以 下 の よ う な 方 式 で 行 う
こ と も 考 え ら れ る 。 使 用 者 が 最 初 に セ ン サ ー 領 域 Ｓ に 手 指 を 近 づ け る と 、 「 照 明 」 の 表 示
４ だ け が 一 定 時 間 点 滅 し 、 次 い で 今 度 は 、 「 曇 り 止 め 」 の 表 示 ５ が 一 定 時 間 の 点 滅 を 開 始
し 、 そ の 後 、 「 照 明 」 表 示 ４ と 「 曇 り 止 め 」 表 示 ５ の 点 滅 が 交 替 し て 反 復 さ れ る 。 使 用 者
が 、 い ず れ か 一 方 の 表 示 が 点 滅 し て い る 最 中 に 手 指 を セ ン サ ー 領 域 へ 近 づ け る と 、 表 示 に
対 応 し た 電 気 器 具 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ が 切 り 替 わ る 。 な お 反 復 回 数 に は 、 上 限 を 設 定 し て お く
こ と が 望 ま し い 。 か か る 方 式 は 、 図 ５ の （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） に 示 す い ず れ の 状 態 か ら も 切 替 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
［ 第 ４ の 実 施 形 態 ］
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図 ６ は 、 鏡 体 Ｍ の ガ ラ ス 板 １ を 導 光 板 と し て 利 用 す る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 １ ０ の 一 実
施 形 態 を 示 す も の で あ る 。 本 例 で は 、 鏡 体 Ｍ に お け る セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 裏 面 側 に ブ ラ ス ト
加 工 等 を 施 す こ と に よ り 、 粗 面 化 さ れ た 光 拡 散 部 ６ を 二 箇 所 形 成 し 、 い ず れ か 一 方 の 光 拡
散 部 ６ の 裏 面 側 に セ ン サ ー １ ３ を 配 置 す る も の と し た 。 ま た 鏡 体 Ｍ に お け る ガ ラ ス 板 １ の
側 方 に 、 二 つ の 光 拡 散 部 ６ ， ６ に そ れ ぞ れ に 対 応 さ せ て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 等 の 発 光 手 段 １ １ を 二 個
配 置 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
か か る 構 成 の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 １ ０ は 、 セ ン サ ー 領 域 Ｓ に 手 指 を 接 近 さ せ る と 、 セ
ン サ ー １ ３ か ら 出 力 さ れ る 検 知 信 号 に 基 づ き 、 防 曇 ヒ ー タ 等 の 電 気 器 具 を 動 作 さ せ る 。 こ
れ と 同 時 に 、 発 光 手 段 １ １ を 点 灯 さ せ て 、 側 方 か ら 鏡 体 Ｍ の ガ ラ ス 板 １ 内 に 光 を 投 射 す る
。 投 射 さ れ た 光 は 、 粗 面 化 さ れ た 光 拡 散 部 ６ で 乱 反 射 し 、 そ の 結 果 、 鏡 体 Ｍ の 表 面 側 か ら
見 る と 光 拡 散 部 ６ が 発 光 し た よ う に 観 察 さ れ る 。 な お 、 本 例 に あ っ て も 、 電 気 器 具 の 動 作
状 況 及 び セ ン サ ー 領 域 の 発 光 状 態 の 切 替 は 、 前 述 し た 方 式 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 例 の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 に あ っ て は 、 光 拡 散 部 ６ を 粗 面 化 に よ り 半 透 明 又 は 不 透 明
に で き る か ら 、 裏 面 側 に 配 設 し た セ ン サ ー １ ３ が 視 覚 的 に 覆 い 隠 さ れ 、 美 観 性 を 損 な わ れ
な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
と こ ろ で 図 ６ に 示 す よ う に 、 鏡 体 Ｍ の 裏 面 側 に ブ ラ ス ト 加 工 等 を 施 し て 銀 膜 ２ の 一 部 を 除
去 し た り 、 或 い は 、 あ ら か じ め 所 定 箇 所 に 銀 膜 の 非 形 成 部 分 を 設 け た り し た 場 合 、 銀 膜 の
な い 箇 所 か ら 湿 気 が 侵 入 す る の を 防 止 す る た め 、 防 水 シ ー ト ７ を 貼 着 す る 等 の 防 水 処 理 を
、 鏡 体 Ｍ 裏 面 に 施 す こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 第 ５ の 実 施 形 態 ］
鏡 体 Ｍ を 、 図 ７ に 示 す よ う な 、 二 枚 の ガ ラ ス 板 １ ， ８ の 間 に 銀 膜 ２ を 挟 ん だ 構 造 と す れ ば
、 光 拡 散 部 ６ を 防 水 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 第 ６ の 実 施 形 態 ］
図 ８ に 示 す 如 く 、 セ ン サ ー 領 域 と 発 光 領 域 と を 分 離 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 例 で は 、
鏡 体 Ｍ に 設 定 し た セ ン サ ー 領 域 Ｓ の 裏 面 側 に セ ン サ ー １ ３ を 配 置 し て セ ン サ ー 領 域 Ｓ と な
し 、 該 セ ン サ ー １ ３ の 左 右 両 側 に お い て 、 銀 幕 ２ の 一 部 を 除 去 し て 光 透 過 部 ３ 、 ３ を 形 成
し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
［ そ の 他 の 実 施 形 態 ］
本 発 明 の 実 施 対 象 は 、 洗 面 化 粧 台 や ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト 等 の 鏡 体 の ほ か 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 扉
の よ う な 板 状 部 材 や 、 室 内 壁 面 な ど の 壁 状 部 材 も 考 え ら れ る 。 ま た 、 セ ン サ ー に よ っ て 動
作 を 制 御 す る 電 気 器 具 と し て は 、 照 明 装 置 ・ 防 曇 ヒ ー タ の ほ か 、 換 気 扇 ・ 空 調 装 置 ・ ラ ジ
オ 等 の 音 声 装 置 な ど が 考 え ら れ る 。 そ の 他 、 本 発 明 は 、 実 施 の 状 況 に 応 じ 適 宜 変 更 す る こ
と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 は 、 セ ン サ ー 領 域 と 発 光 領 域 と を 設 け 、 電 気 器 具 の 動 作
状 況 に 合 わ せ て 発 光 領 域 を 発 光 ・ 消 灯 さ せ る よ う に 成 し た も の に お い て 、 セ ン サ ー か ら 出
力 さ れ る 検 知 信 号 の 出 力 回 数 又 は 一 定 時 間 内 の 出 力 頻 度 に 基 づ い て 、 電 気 器 具 の 動 作 と 発
光 手 段 の 点 灯 状 態 と を 切 り 替 え る よ う に 設 定 し た の で 、 一 個 の セ ン サ ー で 、 複 数 の 電 気 器
具 の Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 動 作 を 個 別 に 制 御 す る こ と が 可 能 で あ る 。 少 な い 部 材 点 数 で 、 細 か な 制
御 が で き る セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ を 提 供 で き る か ら 、 コ ス ト の 低 廉 化 が も た ら さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 が 鏡 体 に
設 け ら れ た 洗 面 化 粧 台 の 正 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 を 示 す 平
面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 を 示 す 背
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 に お け る
セ ン サ ー 領 域 の 発 光 状 態 が 、 電 気 器 具 の 動 作 状 況 に 応 じ て 変 化 す る 様 子 を 説 明 す る 正 面 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 構 造 に お け る
セ ン サ ー 領 域 の 発 光 状 態 が 、 電 気 器 具 の 動 作 状 況 に 応 じ て 変 化 す る 様 子 を 説 明 す る 正 面 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 図 （ Ａ ） は 鏡 体 に 設 け た セ ン サ ー
式 ス イ ッ チ 構 造 の 平 面 断 面 図 、 図 （ Ｂ ） は 同 セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 鏡 体 に 設 け た セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ
構 造 の 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に 関 す る も の で あ っ て 、 鏡 体 に 設 け た セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ
構 造 の 平 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … ガ ラ ス 板 　 ２ … 銀 膜 　 ３ … 光 透 過 部 　 ４ ， ５ … 表 示 　 ６ … 光 拡 散 部 　 ７ … 防 水 シ ー ト
　 ８ … ガ ラ ス 板 　 １ ０ … セ ン サ ー 式 ス イ ッ チ 　 １ １ … 発 光 手 段 　 １ ２ … 導 光 板 　 １ ３ … セ
ン サ ー 　 １ ４ … 光 反 射 層 　 Ｍ … 鏡 体 　 Ｃ … 制 御 回 路 　 Ｓ … セ ン サ ー 領 域 　 Ｈ … 防 曇 ヒ ー タ
　 Ｌ … 照 明 装 置 　 Ｋ … 洗 面 化 粧 台
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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